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農芸化学科 栄養化学研究室
高 橋 直 躬
栄養化学を細胞 レベル,分 子 レベルで
解析することを四指す全国でも数少ない
ユ ニークな 発想で研究を行ってい る。主
任教授 は高橋 直躬教授(写 真)。従来は,
栄養化学 といえば直接にマ ウス,ラ ッ ト
や ウサギに栄養素を与えて,そ れに もと
つ く消化,吸 収,代 謝な どを定 量な らび
に測定技術で数値的に表現 して,栄 養要
求量な どを算出す る研究が 主であった、,
しか し,最 近になって栄養化学が生命機
構の解析 と深 く関連す ることか ら,栄 養
化学 は生命科学の'部 と考えられ るよ う
にな った。
当研究室は 早 くか らこの思考を研究 壬
技の中に取 入れて きた。すなわち,体 内
に取込まれ た栄養素の代謝セ ンターは肝
臓 であ るとの考 えか ら,肝 特有 の機能 を
有す る肝実質細胞 を当研究室で考案 した従 来の もの とは全 く異な った技法で純粋に分 離 し,こ れ
ら細胞を人工培 養法に より増殖 させた肝細胞群を肝臓のsimulationmodelとして実験を行 っ
ている。
特にこの研究において,従 来,全 く未知の ものであった肝細胞増殖因子(HGF)を 当研究室
で哺乳類小腸 上皮粘膜 ホモジネー トか ら世界では じめて発見 ・分離 した事は,こ れまで他か ら出
されていた幾つかのassumptionを排除 し,海 外特に ヨー ロヅパにおいて高 く評価 されている。
それ に基づ く成果の一部 として,こ の種のHGFを 用 いて肝実質細胞を培養 し,増 殖,配 列,コ
ロニー化を経 て遂に100日余で完全に肝機能を有す る人工肝臓 の形成に成功 した(写 真)。そ して
現在,こ の人工肝臓を用 いてGOT,GPT,TATな どの酵素生成 の仕組みや,代 謝 に際 して肝
臓 より発す る情報因子一生体内signalsensorの形成を遺伝子 レベルで調べている。
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さ らに,生 体 内生命機構 は多 くの情報因子の発信 と受容 とが 円滑に行なわれ ることが必要であ
り,こ れには リンパ細胞が重要な仲介役 を果た している。それ故,さ らに テーマ として リンパ細
胞の生体 外培養,生 体 内検索を経て リンパ細胞の有す る情 報物質への反応,記 憶,伝 達な どの機
作を解 明す る試 みがな さ れ て い る。 これに よ り生体組織 の損傷は,リ ンパ細胞に よって感知 さ
れ,そ れに よって リンパ細胞 よ り出され たサイ トカイン情報因 子によ って栄養素が動員 されて細
胞 タソパ ク質の合成が促進 されて細胞 の新牛が高ま り,組 織 の損傷が修復 され ることも明 らかに
された。
当研究室は,大 学院生が常時多 く在学 し,連 日深更に及んで研究が続け られ,24時間主義の活
動 ともいわれてい る。
さらに,研 究 テーマが農理医学面に多岐にわた るので,当 研究室の卒論学生,修 論大学院生の
中で,さ らに他大学医学部大学院基礎 医学系課程に進学す る学生が多いの も,当 研究室の特徴 で
あろ う。 、
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